
（7） 令和６年（２０２４年）1０月３０日No.234 町田市議会だより

第17期町田市議会改革調査特別委員会を開催
　８月20日、９月26日に開催され、以下の付議事件について審査が行わ
れました。
付議事件
①議員の調査活動等に関する事項
②議会の権能・機能強化に関する事項
③議会の情報提供に関する事項

の調査・検討

～常任委員会の活動状況～
　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、
市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出された意見については、議会活動
に反映させていただきます。10月までに開催した懇談会は次のとおりです。
日付 団体名 内容 対応した常任委員会

9月26日 町田市障がい者福祉懇談会 投票支援カードや災害時の
個別避難計画について　等 総務

第
74
号
議
案
　
町
田
市
個
人

番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

生
活
保
護
法
及
び
児
童
手
当
法

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定

を
整
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第
75
号
議
案
　
町
田
市
高
校

生
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
高
校
生
等
の
医
療
費
の
助
成

に
お
け
る
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

第
76
号
議
案
　
町
田
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
廃

棄
物
の
排
出
に
使
用
す
る
指
定
収

集
袋
の
種
類
を
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
78
号
議
案
　
町
田
市
中
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

　

町
田
市
内
３
か
所
に
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。第

81
号
議
案
　
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
購
入

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
計

画
に
基
づ
き
、
使
用
期
限
が
経
過

し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
買
い

替
え
る
た
め
、
物
品
供
給
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

● 大型生ごみ処理機については維持できるよう対策を講じられたい。 
● 指定喫煙所に寄せられている市民からの苦情に応えるため、新たな受動喫煙対策を

速やかに実現されたい。
● 資源とごみの収集量は漸減傾向にあるが、なお一層ごみの収集量を減少させるべく

努められたい。
● ふれあい収集についてはケアマネだけでなく、対象者の家族も含めた幅広い市民に

対する周知に努められたい。
● バイオエネルギーセンターでのリチウムイオン電池による火災対策のため、除去の

機械化のほか、脱着型電池パックの啓発活動強化や集積所回収なども検討されたい。
● みちづくり・まちづくりパートナー事業（小野路）の早期整備に努められたい。
● 道路通報システムが活用され、道路通報件数が増加する中で、市民への対応をより

効率的に行えるよう検討されたい。
● 放置自転車の減少による放置自転車等対策業務委託の費用対効果の状況を鑑み、今

後のあり方を検討されたい。
● 街路樹や草刈りの包括的民間委託にあたっては、市職員のスキルが失われないよう

民間委託の範囲について十分に配慮されたい。
● 「町田市街路樹更新計画」の内容について、広報まちだ等での市民への周知を行う

こと。また、対象路線の関係市民に対する丁寧な説明や意見交換をされたい。 
● 相原駅東口まちづくりについては、民間資本の導入等を含め様々な手法を検討し、

民間の土地と駅前交通広場等の公共施設の土地利用が一体的に図れるよう、連携
して進められたい。

● 「町田駅周辺開発推進計画」Ｄ地区については、森野住宅住民への説明会をＪＫＫ
東京と連携し、適時行われたい。

● 野津田公園スケートパーク「基本設計」の内容について、近隣住民や関係市民への
説明会を適時行い、理解と合意が得られるよう努力されたい。

● 近年の異常気象を考慮した調整池及び水路の管理計画の検討を図られたい。
● 下水道の点検調査の計画を明確にして推進されたい。

【認定第２号】
● 市民に負担を強いることなく、経費回収率を100％以上に高めるなど健全な財政運

営に努められたい。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● 国際版画美術館費の収入目標を達成するよう努力されたい。
● 市民センター、コミュニティセンターの会議室が空いている場合は、クーリングシ

ェルターの拡充などで一般開放を日中も行うなど、施設を有効に活用されたい。
● 一時保育の実施園としつつも、実際の実施回数が０回等、極端に少ない園には事情

を確認し、受け入れが実際には困難なのであれば実施園として公開しないよう、
利用者目線での情報公開を進められたい。

● 病児・病後児保育は、要望者の利便性向上のため引き続き事業の周知を図り、進め
る上で医師会とも連携を強化されたい。

● 地域子育て相談センターにおけるマイ保育園事業は、事業の意義を保護者に周知し、
保護者同士の子育てに関する情報共有・意見交換の場としての利用拡大に努めら
れたい。

● 学校再編に伴う、学童保育クラブの対応について、関係者との意見交換・情報共有
を積極的に行い進められたい。また、学校再編等により大規模化する学童保育ク
ラブに対し、施設改修や分散化等も含め対応をされたい。

● 消費生活相談事業においては、高齢者支援センター並びに関連施設との連携をさら
に進めるとともに、警察などとの連携も検討されたい。

● 新たな学校づくりの今後の学校統合等に向けて、通学路の安全対策及び通学区域の
最適化については、地域の実情に合わせての強化や、早期的な取組に努められたい。

● hyper-ＱＵについて、幅広い学年での活用と、児童生徒の声が届きやすい仕組みを
検討し、いじめや不登校への対策ツールを導入する等、わかりやすく活用されたい。

● 中学校教育支援センター事業においては、くすのき教室の在籍生徒の需要拡大の現
状においても、子どもの学びの機会の確保のため、最新の児童生徒の状況を踏まえ、
適切な教室配置に取り組まれたい。

● 外国人児童数・生徒数が急激に増えている。児童・生徒の不安等を取り除く体制を
築かれたい。

● 新たな学校づくり推進計画について、今後も児童生徒・保護者・地域へのご意見を
伺う機会や意見表明機会を設けられたい。

● 「ことばらんどショートショートコンクール」の出張授業を増やし、26市唯一の文
学館をアピールされたい。

● 「室内プール・温浴施設」、「バイオエネルギーセンター」、「忠生スポーツ公園」に
ついては、引き続き、地域住民・団体・組織の声を聞いて柔軟に連携されたい。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

　など計９８件の意見を附帯決議として付しました。など計３６件の意見を附帯決議として付しました。

　
委
員　
今
は
横
浜
線
以
南
の
み

で
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用

の
回
収
を
や
っ
て
い
る
が
、
26
年

４
月
か
ら
全
市
的
に
や
る
か
ら
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
条
例
を
出
し

た
の
か
。

　
環
境
政
策
課
長　
そ
の
と
お
り

で
す
。

　
委
員　
一
刻
も
早
く
小
袋
が
欲

し
い
と
い
う
要
望
は
そ
ん
な
に
は

な
い
か
。

　
環
境
政
策
課
長　
要
望
は
、
16

年
の
南
地
区
で
や
っ
た
当
初
か
ら

も
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
大
き
く
変
え
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ

で
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
委
員　
小
さ
な
袋
の
利
用
者
を

ど
の
ぐ
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
環
境
政
策
課
長　
割
合
と
し
て

想
定
は
で
き
て
い
な
く
て
、
他
市

の
状
況
か
ら
大
体
27
％
ぐ
ら
い
が

小
袋
を
使
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
デ
ー
タ
の
下
に
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
市
立
図
書
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

～
鶴
川
図
書
館
に
お
け
る
図

書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
向

け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
を

一
括
で
～

　
委
員　
図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
こ
と

で
、
図
書
館
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
思
い
は
、
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
図
書
館
担
当
課
長　
今
後
の
人

口
減
少
と
か
財
政
状
況
を
考
え
ま

す
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
再

編
が
必
要
と
い
う
認
識
で
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の

意
見
を
、
22
年
度
か
ら
２
年
間
か

け
て
意
見
交
換
を
進
め
、
図
書
の

提
供
機
能
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

機
能
を
併
せ
持
つ
図
書
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
に
転
換
し
て
い
く
と
い

う
と
こ
ろ
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員　
成
瀬
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
更
新
事
業
は
翌
年
度
に
ず

れ
込
む
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
経

緯
、
背
景
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
道
路
維
持
課
長　
こ
れ
ま
で
も

世
界
情
勢
等
に
よ
っ
て
半
導
体
と

か
材
料
の
逼
迫
が
言
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
同

じ
よ
う
に
材
料
の
納
品
の
滞
り
等

が
あ
り
、
納
期
が
１
年
近
く
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
、
単
年
度
で
予

定
し
て
い
た
工
事
を
24
年
度
、
25

年
度
の
２
か
年
債
務
に
す
る
と
い

う
変
更
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

町
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
委
員　
対
象
施
設
等
は
幾
つ
か

あ
る
が
、
市
に
お
い
て
は
、
何
か

所
が
対
象
施
設
に
な
る
の
か
。

　
保
育
・
幼
稚
園
課
長　
す
く
わ

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業
に
関
し

て
、
市
が
対
象
と
し
て
い
る
施
設

の
数
に
つ
い
て
は
43
施
設
で
す
。

市
で
は
、
補
助
対
象
と
な
る
施
設

を
社
会
福
祉
法
人
以
外
が
運
営
す

る
認
可
保
育
所
、
こ
れ
は
公
立
保

育
園
も
含
み
ま
す
。
そ
れ
と
小
規

模
保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
、
認
証
保
育
所
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
が

運
営
す
る
認
可
保
育
所
と
幼
稚
園
、

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
か
ら
の
直
接
補
助

と
な
り
ま
す
。

９月１１日・１２日・１９日
に議案７件、認定２件
の審査を行いました。

８月２７日、９月１１日・１２日・１９日
・３０日に議案１６件、認定１件、
請願２件の審査を行いました。文教社会建　設

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

～
す
く
わ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
推

進
事
業
～

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

～
成
瀬
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
更
新
事
業
～

委員会の付託された議案等を審査
　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各常任委員会の主な審査状況をお知らせします。


